
25
日
（
日
）
、
大
沼
陸
上
競
技

場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
日
本
共
産
党
市
議
団

（
4
名
）
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
沼
陸
上
競
技
場
は
、
１
９
７

１
年
（
昭
和
46
年
）
に
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
経
年
劣
化
に

よ
り
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
水
は
け

が
悪
い
な
ど
、
本
格
的
な
競
技
と

し
て
は
利
用
が
で
き
な
い
状
態
に

な
り
ま
し
た
。

「
大
沼
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
中

学
校
陸
上
大
会
が
で
き
な
い
の
で
、

野
田
市
の
陸
上
競
技
場
を
利
用
し

て
い
る
」
と
、
中
学
校
の
先
生
方

か
ら
の
訴
え
が
あ
り
、
日
本
共
産

党
は
長
年
に
わ
た
っ
て
市
議
会
で

「
改
修
」
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
切
実
な
要
求
が
や
っ

と
実
現
し
ま
し
た
。

陸
上
ト
ラ
ッ
ク
は
１
周
４
０
０

メ
ー
ト
ル
、
８
レ
ー
ン
で
、
ウ
レ

タ
ン
舗
装
で
全
天
候
型
と
し
雨
天

時
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ッ

ク
内
側
は
65
ミ
リ
の
人
工
芝
で
サ
ッ

カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
多
目
的
な

利
用
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
年
を
通
じ
て
安
定
し
た
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
の
利
用
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
や
救
援

物
資
の
輸
送
・
中
継
・
分
配
を
行

う
「
広
域
受
援
拠
点
施
設
」
と
し

て
、
防
災
機
能
も
兼
ね
備
え
た
施

設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

工
期
は
25
年
４
月
～
26
年
９
月

で
、
総
事
業
費
は
本
体
工
事
と
駐

車
場
の
整
備
も
含
め
て
約
16
億
８

千
万
円
で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
寄
附
）
で
、
企
業
・
団
体
・

個
人
か
ら
１
６
６
９
万
円
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

一
般
利
用
は
来
年
1
月
か
ら
開

始
し
ま
す
。
公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
で
３
カ
月
前
か
ら
受
付
。
利

用
料
金
は
、
全
面
２
時
間
あ
た
り

２
８
０
０
円
、
半
面
１
４
０
０
円
。

個
人
で
利
用
す
る
場
合
も
同
額

な
の
で
、
近
隣
市
と
同
じ
よ
う
に

３
０
０
円
程
度
に
す
る
よ
う
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

利
用
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

７
時
。
移
動
式
簡
易
照
明
の
使
用

料
は
１
回
１
台
１
０
０
円
で
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命

名
権
）
の
導
入
に
よ
り
、
愛
称
が

「
デ
ィ
ブ
ル
カ
ー
ズ
パ
ー
ク
フ
ィ
ー

ル
ド
大
沼
」
と
な
り
ま
し
た
。
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防
災
機
能
も
備
え
た

「
広
域
受
援
拠
点
施
設
」

リニュ—アルされた大沼陸上競技場

大
沼
陸
上
競
技
場

10
月
25
日

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

一
般
利
用
は
来
年
１
月
、

料
金
２
８
０
０
円
（
２
時
間
）



10
月
20
日
～
22
日
、
市
議

会
総
務
委
員
会
（
松
本
ひ
ろ
か

ず
議
員
所
属
）
は
、
滋
賀
県
守

山
市
、
愛
知
県
豊
川
市
、
西

尾
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

守
山
市
（
人
口
８
万
６
千

人
、
３
万
６
千
世
帯
）
は
、

７
つ
の
学
区
に
71
の
自
治
会

が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
加
入

率
は
87
％
（
25
年
度
）
で
、

全
国
的
に
高
い
加
入
率
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

学
区
や
自
治
会
を
支
え
る

た
め
に
７
学
区
そ
れ
ぞ
れ
に

地
区
会
館
（
公
民
館
併
設
）

を
設
置
し
、
上
部
組
織
と
し

て
学
区
長
と
市
で
構
成
す
る

「
自
治
連
合
会
」
が
あ
り
ま

す
。高

い
加
入
率
を
維
持
し
て

い
る
の
は
、
「
住
宅
が
開
発

さ
れ
る
場
合
に
は
自
治
会
へ

の
加
入
、
及
び
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
に
つ
い
て
地
元
自

治
会
と
協
議
し
た
結
果
を
開

発
指
導
審
査
会
に
提
出
す
る

こ
と
」
を
要
件
と
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
」

を
合
言
葉
に
、
「
自
治
会
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
各
自
治
会
へ
様
々

な
交
付
金
（
34
事
業
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
交
付
金
、
「
わ
」

で
輝
く
自
治
会
応
援
報
償
事

業
」
な
ど
）
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
「
担
い
手
不
足
」

や
住
民
意
識
の
変
化
へ
の
対

応
の
む
ず
か
し
さ
」
な
ど
様
々

な
多
く
の
課
題
も
抱
え
る
よ

う
に
な
り
、
市
で
は
「
現
場

に
寄
り
添
い
一
緒
に
考
え
る
」

を
大
切
に
必
要
な
対
策
を
考

え
自
治
会
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
春
日
部
市
の
自
治
会
加

入
率
は
50
％
を
切
っ
て
い
ま

す
。
守
山
市
の
自
治
会
支
援

の
取
り
組
み
は
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

豊
川
市
（
人
口
18
万
４
千

人
、
７
万
２
千
世
帯
）
の
防

災
セ
ン
タ
ー
に
は
、
４
機
の

ド
ロ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
災
害
時
だ
け
で
な
く
、

火
災
後
の
原
因
調
査
や
総
合

防
災
訓
練
、
広
報
な
ど
に
も

活
用
し
て
い
ま
す
。

西
尾
市
（
人
口
16
万
９
千

人
、
７
万
世
帯
）
の
ラ
イ
ン

公
式
登
録
者
数
は
、
17
万
１

千
人
（
人
口
の
１
０
２
％
）

で
す
。
情
報
の
発
信
と
と
も

に
、
市
役
所
に
「
行
か
な
い
、

書
か
な
い
、
待
た
な
い
」
を

基
本
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。
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自
治
会
支
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守
山
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防
災
ド
ロ
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航
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（
豊
川
市
）

ラ
イ
ン
活
用
（
西
尾
市
）

自
分
た
ち
の
地
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は
、

自
分
た
ち
の
手
で

ド
ロ
ー
ン
４
機
を

活
用
し
て
災
害
対
応
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